
取した．さらに化学療法開始前，末梢血白血球
数が最低となった時点及びその後末梢血白血球
数が最も高値を呈した時点での関連を検討し
た．その結果，観察期間中に 41.9% の被験者に
口腔粘膜炎が発生した．口腔粘膜炎が発生した
者では，しなかった者に比べてベースラインの
50% 以上に回復するまでの日数（50％回復日
数）が有意に多かった．これらより，唾液中白
血球量の測定は化学療法中の患者における晩期
の口腔粘膜炎発症予測に有用であることが示さ
れた．

その後の研究では，口腔粘膜炎発症の微生物
学的要因と考えられる口腔カンジダの抗がん
剤投与前後の量的測定が口腔粘膜炎の発症予
測に有用かを検討した．化学療法開始前に歯科
へ周術期口腔管理を依頼された 125 名を対象と
し，抗がん剤投与前と投与後の口腔粘膜の状態
と口腔カンジダ量を測定した．カンジダ量は抗
がん剤投与後に有意に増加し，抗がん剤投与前
の段階と口腔粘膜スコアで有意な関連が認め
られたが，抗がん剤投与後と口腔粘膜スコアは
さらに有意に強い関連を認めた．論文で報告し
た唾液白血球の回復は，化学療法後半で重度口
腔粘膜炎の発症を予測したが，カンジダ量は比
較的早期の粘膜炎発症を予測しうることが示
唆された．
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【目　的】下顎骨病的骨折を有する患者の臨床
情報を把握することを目的にした．

【対象および方法】本研究は症例集積研究であ
る．2015 年 1 月から 2019 年 12 月までの 5 年
間に当科を受診し，下顎骨骨折と診断された症
例を診療録と画像検査所見から抽出した．これ

らの症例のうち，病的骨折と臨床的に診断され
たのを対象とした．さらに，病的骨折の症例に
ついて，初診時の原疾患，発症時期，骨折時の
年齢，性別，骨折部位，発症誘因，治療法およ
び治療成績を調査した．

【結　果】5 年間で下顎骨病的骨折と診断され
た症例は 10 例であった．原疾患は悪性腫瘍が 
5 例，放射線性骨髄炎および顎骨壊死が 2 例，
囊胞が 2 例，良性腫瘍が 1 例であった．悪性
腫瘍の 5 例は初診時から病的骨折を認めてい
たのが 1 例，外科療法中と外科療法後に病的
骨折を認めたのが各々 2 例であった．放射線
性骨髄炎の 2 例は 40 Gy 以上の放射線照射が
行われていた．囊胞の 2 例は埋伏智歯を伴う
含歯性囊胞であり，外科療法中に骨折を認めた．
良性腫瘍の症例は初回手術後の顎骨欠損が大き
く，二期再建の待機中であった．上記 10 例の
うち外科療法が選択されたのは 2 例，保存療
法が選択されたのは 5 例であり，他 3 例は病
的骨折に対する治療が不要であった．治療対象
の 7 例において，治療方法によらず発症後 1 
年以内に「軽快」と評価されたのは 4 例，「不変」
と評価されたものが 2 例，転院となったため「評
価困難」であったものが 1 例であった．

【考　察】本研究は少数例の症例集積研究では
あるが，咬合偏位を認めた症例において保存療
法が奏功しなかった．したがって，今後同様な
症例に対しては外科療法の選択に関して慎重に
検討する必要があると考えられた．
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